
 

末崎町の石碑・祠・神社（４）
4 庚申塔(庚申供養塔、庚申待)について～その 3
(4) 庚申塔の種類
庚申塔で最も多いのは、自然石に青面金剛を表す梵字(ウー

ン)(阿弥陀如来、薬師如来、大日如来、観音菩薩を表す梵字
のものもある)の下に、庚申、庚申塔、庚申供養塔、庚申待等
と刻んだものです。中には、整形された石の上方に日、月、
の形がつけられ、その下に青面金剛が浮き彫りにされ、その
下に三匹の猿と鶏が彫られた立派なものもあります。
これらにはそれぞれ意味があります。日、月は、中世から

盛んだった日待、月待信仰から引き継いだものとか、風雨順
時による豊作祈願などの考えがあります。青面金剛（せいめ
んこんごう）は庚申の本尊で、髪を逆立て(炎髪)、頭上に髑
髏をのせ怒りの衷情を現した恐ろしい姿(忿怒像)です。身は
青色、腕は六本、腰と両手、両足首には大蛇を巻きつかせ、
邪鬼を踏んでいます。手には弓矢や剣を持つほか、左手には
女人の髪をつかんでぶら下げている例が多く見られます。こ
れは庚申の夜の禁欲精進をさとすものと考えられています。
猿はミザル・イワザル・キカザルの三猿が多く見られ、三

猿単独の石塔も県南部を中心に建てられています。「申」が
「猿」に通ずることから、三尸の虫を三猿になぞらえて目・
ロ・耳をふさぎ天帝に悪事を告げないようにしたものと考え
られます。鶏は雄雌の二鶏が普通で、庚申の行事が申の日に
始まって酉(とり）の日に及ぶこと、夜明けを告げる鶏鳴で終
了になることに因んだものといわれています。 (紀)
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デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/
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